
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 聖カタリナ大学 
設置者名 学校法人 聖カタリナ学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間健康福祉学部 

健康社会学部（2025

年度入学生から学部

名称変更） 

社会福祉学科 
(2024年度入学生まで) 

夜 ・

通信 

 

 

13 13 13  

人間社会学科 
(2024年度入学生まで) 

夜 ・

通信 
13 13 13  

健康スポーツ学科 
夜 ・

通信 
13 13 13  

現代人間学科 
(2025年度入学生から) 

夜 ・

通信 
 13 13 13  

人間健康福祉学部

看護学部（2024 年度

入学生から看護学部

に学部名称変更） 

看護学科 
夜 ・

通信 
 13 13 13  

（備考）現代人間学科は 2025年度設置のため 1年次開講科目のみ記載。 

    2～4年次開講のシラバスについては、設置届出時の授業概要を添付。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.catherine.ac.jp/about/data 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 聖カタリナ大学 
設置者名 学校法人 聖カタリナ学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.catherine.ac.jp/gakuen/information/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 
2024.4.1- 

2027.3.31 
コンプライアンス 

非常勤 会社役員 
2024.4.1- 

2027.3.31 

ガバナンス・経営改

善 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 聖カタリナ大学 

設置者名 学校法人 聖カタリナ学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）には、「授業科目名」「単位数」「科目ナンバリング」「英文科

目名」「担当教員」「配当学科・学年」「開講学期」「授業形態」「担当形態」「関連資格」

「授業の概要」「ディプロマ・ポリシーとの関連」「到達目標」「履修条件」「授業計画

（授業内容、事前・事後学修（時間）、担当」「成績評価の方法・基準」「課題等へのフ

ィードバック」「教科書・参考図書」「アクティブラーニング要素」「ICT 活用」「担当

教員の実務経験と授業との関連」を記載している。 

なお、授業計画書作成にあたり、全教員に【授業概要作成例】を配付（11月）し、到

達目標や授業時間外学習に関わる情報、成績評価の方法等、具体的な記入例を示し、

学生に分かりやすい授業計画書作りを行っている。 

また、授業計画書は、web シラバスとして学生支援システムにより学生に公表してい

る。本学ホームページからも閲覧でき、保護者及び広く一般への公表も行っている。 

授業計画書の作成については、前年度 11月に科目担当教員に対して依頼を開始し、2

月に教務委員会において確認作業を行っている。今年度については 4月 1日から公表

した。 

授業計画書の公表方法 

＜学生への公表＞ 

 学生支援システム（ユニバーサルパスポート） 

＜一般への公表＞ 

本学 HP TOP→キャンパスライフ→Webシラバス 

https://unipa.catherine.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky0

0101.xhtml 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
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（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学生の授業外学習を推進するため、各科目のシラバスには、授業時間外学習として授

業ごとに「事前・事後学修」の内容と相当時間が明示されている。これらの学生の自

己評価は、授業改善アンケートにより科目レベルで把握され、さらに、マクロ的な学

生の学習意欲の把握方法として、IR委員会が全学レベルの統計調査「学生の学修時間・

学修行動に関する調査」を実施し、クロス集計を用いた分析を行っている。 

授業科目の履修認定の基準は、授業計画書の「到達目標」及び「成績評価の方法・基

準」に示している。到達目標はディプロマ・ポリシーを踏まえて各科目担当者により

有機的に設定されている。なお、学則第 42条により、「秀・優・良・可」を合格とす

ることが定められており、各科目担当者はこの評価基準に従い、授業計画書で定めた

成績評価の方法により､学修成果を査定し、厳正かつ適正に評価し単位を授与してい

る。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績による学業結果を総合的に判断する指標として GPAを用いている。 

個人の GPAは学生支援システム（ユニバーサルパスポート）で学生本人が確認できる。

なお、保護者も学生支援システムから確認が可能となっている。 

また、通算 GPAデータを基に作成した分布状況は、学生の修学指導や奨学金に係る申

請基準、採用判定基準及び受給継続審査基準等に活用する。さらに、2023年度からは

修学意欲の回復・学業継続・将来の進路選択の一助となることを目的として、GPA の

活用を退学勧告にまで拡大した。 

 

成績の評価と GPA の算出方法は、「GPAに関する規程」で定めており、以下のとおりで

ある。 

【成績の評価】 

秀（90～100 点） GP4、優（80～89 点） GP3、良（70～79 点） GP2、 

     可（60～69 点） GP1、不可（59 点以下） GP０ 

【GPAの算出方法】 

 ・学期 GPA 
当該学期の（４×「秀」の単位数＋３×「優」の単位数＋２×「良」の単位数＋１×「可」の単位数） 

当該学期の総履修登録単位数（※） 

 
 ・通算 GPA 

当該学期の（４×「秀」の単位数＋３×「優」の単位数＋２×「良」の単位数＋１×「可」の単位数） 

全学期の総履修登録単位数（※） 

    

（※）定められた履修変更期間中に履修取消しを行った科目は除外する。 

 
GPA に関する規程は、年度の始めに学生に配付するキャンパスライフに掲載し、学生

への周知を図るとともに、本学ホームページでも公表している。 
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客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

＜学生への公表＞ 

「GPA に関する規程」をキャンパスライフ（年度当初に学

生に配付）に掲載 

＜一般への公表＞ 

https://www.catherine.ac.jp/about/data 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
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（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学科の特性とその学修成果を連動した卒業の認定方針（ディプロマ・ポリシー）を次

のように定めている。 

 

＜人間健康福祉学部 社会福祉学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一般教養とコ

ミュケーション能力を身につけている。 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.価値・倫理 

多様性を尊重し、尊厳の保持や権利擁護の視点を基盤とした倫理観を身につけてい

る。 

2.知識 

現代社会を生きる人々の様々なニーズに対応する幅広い教養を基盤とした社会福

祉の知識を身につけている。 

3.技術 

多職種連携及びチームアプローチの必要性を理解し、個人と環境両側面の課題を科

学的視点で捉え、支援を展開する技術を身につけている。 

4.能力 

物事について筋道を立てて整理し考える思考力、状況を適切に把握し行動する判断

力、自分の意見を分かりやすく伝える表現力を身につけている。 

 

＜人間健康福祉学部 人間社会学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一般教養とコ

ミュケーション能力を身につけている。 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.社会の諸問題を理解し、その解決に必要な調査や分析の方法を身につけている。 

2.社会における自らの課題を探求し、その課題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合

的な判断を下すことのできる課題探求能力を身につけている。 

3.組織や集団において他者との良好な関係を築くために必要なコミュニケーション

能力、リーダーシップ能力を身につけている。  

 

＜人間健康福祉学部 健康スポーツ学科、健康社会学部 健康スポーツ学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一般教養とコ

ミュケーション能力を身につけている。 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.地域社会の今日的課題を理解し、健康づくり・スポーツ指導に貢献できる健康・ス

ポーツ科学に関する知識・技術を身につけている。 

2.健康増進・スポーツ指導について身につけた知識・技術を活用し、健康社会を実現

する実践力を身につけている。 

3.健康・スポーツの指導に対するコミュニケーション、マネジメント、リーダーシッ

プの能力を身につけている。 

 

＜健康社会学部 現代人間学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一般教養とコ

ミュケーション能力を身につけている。 
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【専門教育分野における知識・技術】 

1.社会学・社会福祉学に関する知識を基盤に、心理学の視点も活用して、社会や人間

の諸問題を理解すると共に、データサイエンスに関する基礎的な知識もいかしつ

つ、調査・分析・支援をおこなうことにより、諸問題の解決に貢献できる。 

2.社会や人間に関する課題を発見し、その課題の解決を目指して幅広い視野から柔軟 

且つ総合的な判断を下すことのできる課題探求能力を身につけている。 

3.社会や人間の多様性を尊重し、尊厳の保持や権利擁護の視点を基盤とした倫理観 

を身につけている。 

4.組織や集団において他者との良好な関係を築くために必要なコミュニケーション 

能力を身につけている。 

 

＜人間健康福祉学部 看護学科 、看護学部 看護学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

1.キリスト教的人間観を身につけるとともに、他者を理解するための知性と感性を身

につけ、他者との関係を形成する能力を身につけている。 

2.国際的・学際的感覚を身につけ、変化する社会に順応し、看護を通して社会貢献す

るための基礎的能力を身につけている。 

3.個人としての成長と看護専門職としての向上を目指し、看護の実践・教育・研究に

おける自己教育力を身につけている。 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.疾病・障がい・災害などにより危機的状況に陥った人々の、ニーズに応じた看護を

実践するための基礎的能力を身につけている。 

2.保健・医療・福祉のそれぞれの領域における看護専門職の役割を理解し、看護を実

践するための基礎的能力を身につけている。 

3.保健・医療・福祉の専門職ならびに地域との連携を図り、シームレスかつ創造的な

保健・医療・福祉サービスを提供するための基礎的能力を身につけている。 

上記ディプロマ・ポリシーを踏まえて設定された各科目の履修認定の基準により厳

格に単位認定が行われている。さらに、卒業の認定は、学則、履修規程及び各学科

の履修細則で定めた単位を修得していることを教務委員会において精査・確認し、

教授会での審議を経て学長が決定している。 

 

学修成果のアセスメントは、以下の方法により行っている。各学科、資格・免許取

得状況の推移が教育活動の重要な位置づけとなっている。 

【学修成果のアセスメント方法】 

単位修得状況、卒業者数、就職率・進学率、GPA分布、学修ポートフォリオ、 

学生の学修時間及び学修行動に関する調査、学生による授業改善アンケート、 

学生生活満足度調査、学生による 4年間の学修成果アンケート、 

卒業生アンケート、卒業生に関するアンケート(就職先) 

※2024年度入学生からは外部テストを導入 

 

以上の方法により学修成果を把握することで、ディプロマ・ポリシーに基づき卒業の

認定を適切に実施している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

＜学生への公表＞ 

「ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する方

針）」をキャンパスライフ（年度当初に学生に配付）に掲載 

＜一般への公表＞ 

https://www.catherine.ac.jp/about/admission 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 聖カタリナ大学 

設置者名 学校法人 聖カタリナ学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.catherine.ac.jp/gakuen/information/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.catherine.ac.jp/gakuen/information/ 
財産目録 https://www.catherine.ac.jp/gakuen/information/ 
事業報告書 https://www.catherine.ac.jp/gakuen/information/ 
監事による監査報告（書） https://www.catherine.ac.jp/gakuen/information/ 

 

  

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/accredited 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/accredited 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間健康福祉学部  

教育研究上の目的 

（公表方法： https://www.catherine.ac.jp/about/teach_purpose 

（概要） 

2024年度以前の入学生用 

＜社会福祉学科＞ 

社会福祉学科においては、人間の尊厳を大切にする「福祉マインド」に基

づく豊かな教養、ソーシャルワークやケアワークに関連する価値・倫理、

知識、技術、能力を修得するための教育研究を行うことを通して、多様化

する福祉ニーズに対応し、福祉サービスを必要とする人々の自立と自己実

現を支援できる人材の養成を目指す。 

 

＜人間社会学科＞  

人間社会学科においては、人間と社会のより良いあり方、そしてそこに生き

る社会的存在としての人間の活動や営みに関する教育研究を行うことを通

して、「社会の様々な組織・集団において課題探求能力に優れ、ヒューマン・

スキルを発揮しながら業務を担うことのできる人材」の養成を目指す。 
  

＜健康スポーツ学科＞  

健康スポーツ学科においては、人々の健康を維持・増進するための健康指導

やスポーツに関する知識・技術の習得と健康な社会づくりに貢献する社会

学を基礎とした教育研究を行うことを通して、健康社会の実現に寄与でき

る人材の養成を目指す。 

 

2023年度以前の入学生用 

＜看護学科＞  

看護学科においては、看護実践能力を修得するための体系的な教育研究を

行うことを通して、地域社会の保健・医療・福祉に貢献する豊かな教養を備

えた人材の養成を目指す。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission 

（概要） 

2024年度以前の入学生用 

＜社会福祉学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一

般教養とコミュニケーション能力を身につけている。 
 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.価値・倫理 
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多様性を尊重し、尊厳の保持や権利擁護の視点を基盤とした倫理観を身

につけている。 

2.知識 

現代社会を生きる人々の様々なニーズに対応する幅広い教養を基盤とし

た社会福祉の知識を身につけている。 

3.技術 

多職種連携及びチームアプローチの必要性を理解し、個人と環境両側面

の課題を科学的視点で捉え、支援を展開する技術を身につけている。 

4.能力 

物事について筋道を立てて整理し考える思考力、状況を適切に把握し行

動する判断力、自分の意見を分かりやすく伝える表現力を身につけてい

る。 

 

＜人間社会学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一

般教養とコミュケーション能力を身につけている。 

 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.社会の諸問題を理解し、その解決に必要な調査や分析の方法を身につけ

ている。 

2.社会における自らの課題を探求し、その課題に対して幅広い視野から柔

軟かつ総合的な判断を下すことのできる課題探求能力を身につけてい

る。 

3.組織や集団において他者との良好な関係を築くために必要なコミュニケ

ーション能力、リーダーシップ能力を身につけている。  

 

＜健康スポーツ学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一

般教養とコミュケーション能力を身につけている。 
 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.地域社会の今日的課題を理解し、健康づくり・スポーツ指導に貢献できる

健康・スポーツ科学に関する知識・技術を身につけている。 

2.健康増進・スポーツ指導について身につけた知識・技術を活用し、健康社

会を実現する実践力を身につけている。 

3.健康・スポーツの指導に対するコミュニケーション、マネジメント、リー

ダーシップの能力を身につけている。 

 

2023年度以前の入学生用 

＜看護学科＞  

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 
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1.キリスト教的人間観を身につけるとともに、他者を理解するための知性

と感性を身につけ、他者との関係を形成する能力を身につけている。 

2.国際的・学際的感覚を身につけ、変化する社会に順応し、看護を通して社

会貢献するための基礎的能力を身につけている。 

3.個人としての成長と看護専門職としての向上を目指し、看護の実践・教

育・研究における自己教育力を身につけている。 

 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.疾病・障がい・災害などにより危機的状況に陥った人々の、ニーズに応じ

た看護を実践するための基礎的能力を身につけている。 

2.保健・医療・福祉のそれぞれの領域における看護専門職の役割を理解し、

看護を実践するための基礎的能力を身につけている。 

3.保健・医療・福祉の専門職ならびに地域との連携を図り、シームレスかつ

創造的な保健・医療・福祉サービスを提供するための基礎的能力を身につ

けている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission） 

（概要） 

2024年度以前の入学生用 

＜社会福祉学科＞ 

【教育課程の編成・教育内容】 

1.社会の構成員としての基本的知識・技能・態度の修得のため、以下の「基

礎教育科目」を置く。  

(1)大学教育における学習を進めるために必要となるスタディスキルを身

につけ、生涯にわたる自己教育力を育成するための「大学導入科目」。 

(2)社会生活を営む上で必要な文化に関する広い知識、創造力や心の豊か

さ、物事に対する理解力を育成するための「教養科目」。 

2.専門教育分野における価値・倫理、知識、技術、能力の修得のため、以下

の『専門教育科目』を置く。  

(1)ソーシャルワークやケアワークの基本となる理念や知識、技術、能力を

育成する「学科基礎科目」。 

(2)専門分野における知識をより深く理解するとともに、実習、演習を通し

てソーシャルワーク・ケアワークにおける実践的な技術を体得し、ソーシ

ャルワーカー・ケアワーカーに求められる価値観・倫理観を形成する「展

開科目」。 

(3)社会福祉領域に関する専門的な理解を深め、修得した価値・倫理、知識、

技術、能力をもとに自分で課題を見つけて解決する力、論理的な思考力、

他人と協働する力、人に物事を伝える力等を育成する「専門演習科目」。 

(4)社会福祉領域に関連するまたは補完する関連分野の価値・倫理、知識、

技術、能力を育成する「関連科目」。 
 

【教育方法】 

1.「共通基礎科目」は主に講義を中心とした、社会生活に必要な知識や態度、
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志向性を身につける科目を配置し、「英語」においては習熟度別クラス編

成を行う。 

2.「専門教育科目」では、少人数による演習、実習科目、フィールドワーク

科目およびアクティブ・ラーニングにより、実践を通した主体的な学習を

行う。 

3.シラバス（授業計画）には、卒業認定・学位授与の方針に基づく学習の到

達目標、評価基準、授業内容、授業外学修等を具体的に記載する。 

4.実習に関連する授業等について、ＩＣＴを積極的に活用する。 
 

【学修成果の評価】 

1.授業改善アンケートを実施し、個々の授業内容、授業方法の適切性や、受

講学生の学習理解度、意欲等を把握し、円滑に授業が運営されているかど

うかの検証を行う。 

2.科目ごとに、学期末の最終到達確認に基づく厳格な成績評価（試験、参加

度、提出課題等）を検証するとともに、全体としてＧＰＡ制度を用いて学

修成果を把握する。 

3.学修成果を間接的に把握するため、授業時間以外の学修状況や学修行動

に関する調査を行い、学年進行に伴う学生の成長変化や学修支援の評価

を行う。 

4.国家資格および関連資格の取得状況を客観的に把握し、専門職養成教育

の適切性についての検証を行う。 
 

＜人間社会学科＞ 

【教育課程の編成・教育内容】 

1.キリスト教主義にもとづいた豊かな人格の形成、社会生活に必要な知識

や技能の修得、社会人として必要な教養の獲得を目標とした「共通基礎科

目」を厳選して配置する。 

2.人間社会学科を構成する基本分野として、社会学系分野、心理学分野に関

する基本的な科目、および問題解決に必要な調査分析能力を養うための

科目を「学科基礎科目」として配置する。 

3.社会学系科目、心理学科目に関するより専門性の高い知識と技能を修得

するため、「展開科目」として、〈企業社会系科目〉と〈人間コミュニケ

ーション系科目〉を配置する。 

(1)〈企業社会系科目〉では、企業社会の成り立ちや働きについて主に社会

学の観点から学ぶ内容とする。 

(2)〈人間コミュニケーション系科目〉では、人間のコミュニケーションに

ついて主に心理学の観点から学ぶ内容とする。 

4.「専門演習科目」では、4年間の学修の集大成として、課題探求およびそ

の問題解決に至るまでの研究に取り組むよう専門演習科目を配置すると

ともに、社会の一員として活躍できるようインターンシップ科目を配置

する。 
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【教育方法】 

1. 1年次から 4年次にかけて「共通基礎科目」「学科基礎科目」「展開科

目」「専門演習科目」を各段階に応じて適切に配置するとともに、資格取

得やキャリア形成などの学修目標に沿った履修モデルを設定し、カリキ

ュラム・マップで明示する。  

1年次：社会現象の捉え方や対人的コミュニケーションの基礎など人間社

会学科の基礎的知識を学ぶ。 

2年次：社会現象を分析する手法を学ぶ。企業社会系科目と人間コミュニ

ケーション系科目を自己の興味・関心にしたがって履修し、それぞれの専

門知識を深める。 

3年次：社会学、心理学の諸領域についての知識をより深め、ICT授業を

活用した調査・実験の実践的技法を身につける。 

4年次：学習の集大成として自分が希望する専門領域について主体的学習

を行い、課題探求能力を身につける。 

2.シラバス（授業計画）には、卒業認定・学位授与の方針に基づく学修の到

達目標、評価基準、授業内容、授業外学修等を具体的に記載する。 

3.学生の主体的な学びを促進するため、参加型授業やアクティブラーニン

グ、および PBLを取り入れた教育方法を実践する。 

 

【学修成果の評価】 

1.授業評価アンケートを実施し、授業内容、授業方法の改善や授業が円滑に

運営されているかどうかの検証を行う。 

2.授業科目の評価は、原則として平常点および試験等の総合評価により行

い、GPA制度を用いて学修成果を把握する。 

3.専門演習 II では、卒業研究を通して学生が 4年間の学修成果として獲得

した知識、技能、態度等の身に付けた能力をルーブリック評価、および卒

業研究報告会において複数の教員により確認を行う。 
 

＜健康スポーツ学科＞ 

【教育課程の編成・教育内容】 

健康スポーツ学科のカリキュラムの特色は、「学科基礎科目」の上に展開科

目として「健康社会系科目」と「健康スポーツ系科目」を置いていることで

ある。「健康社会系科目」では、健康的な社会のあり方を追求する科目を中

心として開講し、「健康スポーツ系科目」では、スポーツ・健康科学に関連

する知識・技術とそれに関わる幅広い指導方法を習得する科目を開講する。 

1年次：基礎教養に加え、健康・スポーツ科学と社会科学の基礎的知識を学

ぶ。 

2年次：健康・スポーツの指導に関わる指導法の理論・実践を学ぶ。 

3年次：1、2年次で学習した健康・スポーツ科学に関する知識・技術を深化

させ、指導実習を通じて指導法に関する実践力を高める。 

4年次：健康・スポーツ指導におけるジェネリックスキル（社会人基礎力）

を「学外指導実習」ならびに「専門演習 II」を通して深める。 
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【教育方法】 

1．学科基礎科目では、社会学を基礎に現代社会における健康・福祉・医療 

分野における幅広い学問の知識や視点を学ぶための科目を配置し、履修

する。 

2．健康社会系科目では、社会における今日的課題と健康・スポーツの必要

性について理解するため、健康と社会の関係について多面的に追求する

科目を配置し、履修する。 

3．健康・スポーツ系科目では、健康運動・スポーツ指導に関わる基礎知識

を学ぶため、健康・スポーツ科学の科目を配置し、履修する。また、スポ

ーツ指導の技術と指導法を身につけるため、各種スポーツ種目の実技科

目を配置し、履修する。 

4．健康・スポーツ指導者として対自己、対人、対課題のジェネリックスキ

ル（社会人基礎力）を育成するために、３年次から学外での指導実習科目

を配置し、履修する。 

 

【学修成果の評価】 

教育評価は、講義や演習の科目では、それぞれの科目での学習到達目標の達

成度について、成績評価方法（試験や課題へのレポート等）を用いて客観的

に評価する。実技・実習科目では、それぞれの科目での学習到達目標につい

て、実践力評価試験及びレポート、研究発表等の成績を基にして評価する。 
 

2023年度以前の入学生用 

＜看護学科＞  

【教育課程の編成・教育内容】 

看護学科は、「共通基礎科目」、「専門基礎科目」、「専門科目」の科目区

分ならびに「人を理解する」ために必要な科目群、「人と関わる」ために必

要な科目群、「看護実践を学ぶ」ための科目群を明示した系統的なカリキュ

ラムを編成している。 

1年次：「共通基礎科目」を中心に、大学において自ら学ぶために必要なス

タディスキルに関する科目、生涯にわたる自己教育力を育成するための基

盤となる科目、「人を理解する」ための教養科目、「人と関わる」ための教

養科目、「看護実践を学ぶ」の「看護の基礎を学ぶ」ための科目を配置する。 

2年次：「専門基礎科目」を中心に、看護を実践する際に必要不可欠な医学・

医療・薬学・栄養学に関する知識を学ぶための科目、看護専門職者として「人

を理解する」・「人と関わる」ために必要な科目、「看護実践を学ぶ」の「看

護の基礎を学ぶ」・「対象に応じた看護を学ぶ」ための科目を配置する。 

3年次：「専門科目」を中心に、「看護実践を学ぶ」の「対象に応じた看護

を学ぶ」ための各専門領域の講義、学内演習、3年次後期から 4年次前期ま

で各領域の臨地実習を配置する。 

4年次：前期までは、各領域の臨地実習、「看護実践を学ぶ」の「看護の統

合・発展」の地域連携統合実習を配置する。また、同じく「看護の統合・発

展」の看護研究 I・II、国際看護学・同演習、「看護の基礎を学ぶ」の看護

管理論、看護教育論の科目を配置し、4年間の学びの統合を図る。 

-17-



  

【教育方法】 

1・2年次：「共通基礎科目」「専門基礎科目」は講義が中心であるが、科目

によりグループワークやバズセッションを用いた授業を行う。「専門科目」

は概論科目以外、グループワークを用いた演習と実習室にて技術演習を行

う。技術演習では、ハイブリッドシミュレーターやモデルを用いてデモンス

トレーションを行った後、学生が相互に患者役と看護師役となって技術を

実践し振り返りを行う。 

3年次：「専門科目」はほとんどの講義科目で、グループワークによる学内

演習および技術演習を行う。3年次後期から 4年次前期までの臨地実習は、

同一のグループで実習が行われる。 

4 年次：看護研究 II は少人数のゼミ形式で行われ、国際看護学演習は海外

の姉妹校・提携校において短期留学を行う。 

 

【学修成果の評価】 

講義・演習科目については知識の習得度、事前事後課題の達成度、授業への

参加度を総合して評価を行う。臨地実習に関しては、形成評価ならびに学生

の自己評価に基づき、評価を行う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission） 

（概要） 

2024年度以前の入学生用 

＜社会福祉学科＞ 

【求める学生像】 

1.社会福祉分野への関心と探求心がある人 

2.現代社会における生活課題や社会問題に関心をもち、向き合う意欲のあ

る人 

3.社会福祉学を学び、対人援助や社会貢献をしたいという意志を有する人 

4.多様な考えを尊重することができ、協力して目標を達成する姿勢のある 

 人 

 

【入学前に身に付けておくことが期待される学習内容及び学習態度】 

1.高等学校で履修する、「国語」「英語」「公民」などの基礎的な知識・技 

 能 

2.与えられたテーマについて、必要な情報を集めることができる能力 

3.自分の考えを、口頭や文章等で適切に表現できるコミュニケーション能 

 力 

4.主体性をもってグループでの活動に参加することができる態度 
 

＜人間社会学科＞ 

【求める学生像】 

1.現代社会の問題やしくみに関心がある人 

2.企業や組織・集団の活動に関心がある人 

3.社会と人間の関係に関心がある人 
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4.人間同士のコミュニケーションに関心がある人 
 

【入学前に身に付けておくことが期待される学習内容及び学習態度】 

1.「国語」、「英語」を中心に、読むこと、書くこと、話すことおよび聞く

ことの基礎的な知識・技能 

2.高等学校の教科を通して、現代社会に関する疑問、問題点を持つことがで

きる思考力 

3.主体性をもって他者と協働して学ぶ態度  
 

＜健康スポーツ学科＞ 

【求める学生像】 

1.スポーツと人々の健康に興味や関心のある人 

2.運動による健康づくりに関心がある人 

3.スポーツ活動を通じた地域づくりに関心がある人 

4.健康的な社会づくりに興味や関心がある人 

 

【入学前に身に付けておくことが期待される学習内容及び学習態度】 

1.保健体育にかかわる知識・技能 

2.積極性、責任感、協調性、公正性を有する行動 

3.コミュニケーション能力とデモンストレーション能力を向上させる意欲 
 

2023年度以前の入学生用 

＜看護学科＞  

【求める学生像】 

1.看護専門職をめざす明確な意志がある人 

2.看護を学ぶために必要な基礎学力と理解力を備えた人 

3.他人に対する関心をもち、人道を重んじ、他者を尊重できる博愛精神の豊

かな人 

4.保健・医療・福祉について広く関心がある人 

5.地域社会または国際社会への貢献をめざしている人 

 

【入学前に身に付けておくことが期待される学習内容及び学習態度】 

看護学科において「対象者を理解する」ことは非常に重要である。そのため

には次のような知識・能力・関心（知的好奇心）を有していることが望まれ

る。 

1.「人の身体を理解する」ためには、「生物」、「物理」、「化学」の基礎

的な学力を有し、人の身体に知的好奇心をもっていることが望まれる。 

2.「人と関わる」ためには、基礎的国語力をもち、言語表現された文章の読

解力、ならびに非言語的表現に対する観察力と洞察力をもっていること

が望まれる。 

3.「人を理解する」ためには、その背景にある社会に対する理解が不可欠で

ある。そのためには、「現代社会」に関する知識を有し、時々刻々と変化し

ている社会全般に対して関心をもっていることが望まれる。 
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学部等名 看護学部 ※2024年度以降の入学生用 

教育研究上の目的 

（公表方法： https://www.catherine.ac.jp/about/teach_purpose 

（概要） 

＜看護学科＞ 

看護学科においては、看護実践能力を修得するための体系的な教育研究を

行うことを通して、地域社会の保健・医療・福祉に貢献する豊かな教養を備

えた人材の養成を目指す。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission 

＜看護学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

1.キリスト教的人間観を身につけるとともに、他者を理解するための知性

と感性を身につけ、他者との関係を形成する能力を身につけている。 

2.国際的・学際的感覚を身につけ、変化する社会に順応し、看護を通して社

会貢献するための基礎的能力を身につけている。 

3.個人としての成長と看護専門職としての向上を目指し、看護の実践・教

育・研究における自己教育力を身につけている。 

 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.疾病・障がい・災害などにより危機的状況に陥った人々の、ニーズに応じ

た看護を実践するための基礎的能力を身につけている。 

2.保健・医療・福祉のそれぞれの領域における看護専門職の役割を理解し、

看護を実践するための基礎的能力を身につけている。 

3.保健・医療・福祉の専門職ならびに地域との連携を図り、シームレスかつ

創造的な保健・医療・福祉サービスを提供するための基礎的能力を身につけ

ている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission） 

＜看護学科＞ 

【教育課程の編成・教育内容】 

看護学科は、「共通基礎科目」、「専門基礎科目」、「専門科目」の科目区

分ならびに「人を理解する」ために必要な科目群、「人と関わる」ために必

要な科目群、「看護実践を学ぶ」ための科目群を明示した系統的なカリキュ

ラムを編成している。 

1年次：「共通基礎科目」を中心に、大学において自ら学ぶために必要なス

タディスキルに関する科目、生涯にわたる自己教育力を育成するための基

盤となる科目、「人を理解する」ための教養科目、「人と関わる」ための教

養科目、「看護実践を学ぶ」の「看護の基礎を学ぶ」ための科目を配置する。 

2年次：「専門基礎科目」を中心に、看護を実践する際に必要不可欠な医学・

医療・薬学・栄養学に関する知識を学ぶための科目、看護専門職者として「人

を理解する」・「人と関わる」ために必要な科目、「看護実践を学ぶ」の「看
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護の基礎を学ぶ」・「対象に応じた看護を学ぶ」ための科目を配置する。 

3年次：「専門科目」を中心に、「看護実践を学ぶ」の「対象に応じた看護

を学ぶ」ための各専門領域の講義、学内演習、3年次後期から 4年次前期ま

で各領域の臨地実習を配置する。 

4年次：前期までは、各領域の臨地実習、「看護実践を学ぶ」の「看護の統

合・発展」の地域連携統合実習を配置する。また、同じく「看護の統合・発

展」の看護研究 I・II、国際看護学・同演習、「看護の基礎を学ぶ」の看護

管理論、看護教育論の科目を配置し、4年間の学びの統合を図る。 

 

【教育方法】 

1・2年次：「共通基礎科目」「専門基礎科目」は講義が中心であるが、科目

によりグループワークやバズセッションを用いた授業を行う。「専門科目」

は概論科目以外、グループワークを用いた演習と実習室にて技術演習を行

う。技術演習では、ハイブリッドシミュレーターやモデルを用いてデモンス

トレーションを行った後、学生が相互に患者役と看護師役となって技術を

実践し振り返りを行う。 

3年次：「専門科目」はほとんどの講義科目で、グループワークによる学内

演習および技術演習を行う。3年次後期から 4年次前期までの臨地実習は、

同一のグループで実習が行われる。 

4 年次：看護研究 II は少人数のゼミ形式で行われ、国際看護学演習は海外

の姉妹校・提携校において短期留学を行う。 

 

【学修成果の評価】 

講義・演習科目については知識の習得度、事前事後課題の達成度、授業への

参加度を総合して評価を行う。臨地実習に関しては、形成評価ならびに学生

の自己評価に基づき、評価を行う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission） 

（概要） 

＜看護学科＞ 

【求める学生像】 

1.看護専門職をめざす明確な意志がある人 

2.看護を学ぶために必要な基礎学力と理解力を備えた人 

3.他人に対する関心をもち、人道を重んじ、他者を尊重できる博愛精神の豊

かな人 

4.保健・医療・福祉について広く関心がある人 

5.地域社会または国際社会への貢献をめざしている人 

 

【入学前に身に付けておくことが期待される学習内容及び学習態度】 

看護学科において「対象者を理解する」ことは非常に重要である。そのため

には次のような知識・能力・関心（知的好奇心）を有していることが望まれ

る。 

1.「人の身体を理解する」ためには、「生物」、「物理」、「化学」の基礎
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的な学力を有し、人の身体に知的好奇心をもっていることが望まれる。 

2.「人と関わる」ためには、基礎的国語力をもち、言語表現された文章の読

解力、ならびに非言語的表現に対する観察力と洞察力をもっていること

が望まれる。 

3.「人を理解する」ためには、その背景にある社会に対する理解が不可欠で

ある。そのためには、「現代社会」に関する知識を有し、時々刻々と変化

している社会全般に対して関心をもっていることが望まれる。 
 

 

学部等名 健康社会学部 ※2025年度以降の入学生用 

教育研究上の目的 

（公表方法： https://www.catherine.ac.jp/about/teach_purpose 

（概要） 

＜現代人間学科＞ 

現代人間学科においては、心理学や社会学、社会福祉学の視点を基礎に、現

代における多様な人間と社会のありようを総合的に理解するとともに、そ

れらの抱える諸課題を発見し、統計学やデータサイエンスに関する学びも

活用しつつ、その課題の解決を目指して探求することを通して、持続可能な

地域社会の営みに広く貢献できる人材の養成を目指す。 

 

＜健康スポーツ学科＞ 

健康スポーツ学科においては、人々の健康を維持・増進するための健康指導

やスポーツに関する知識・技術の習得と健康な社会づくりに貢献する社会

学を基礎とした教育研究を行うことを通して、健康社会の実現に寄与でき

る人材の養成を目指す。 
卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission 

＜現代人間学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一

般教養とコミュニケーション能力を身につけている。 

 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.社会学・社会福祉学に関する知識を基礎に、心理学の視点も活用して、社

会や人間の諸問題を理解すると共に、データサイエンスに関する基礎的

な知識もいかししつつ、調査・分析・支援をおこなうことにより、諸問題

の解決に貢献できる。 

2.社会や人間に関する課題を発見し、その課題の解決を目指して幅広い視

野から柔軟且つ総合的な判断を下すことのできる課題探求能力を身につ

けている。 

3.社会や人間の多様性を尊重し、尊厳の保持や権利擁護の視点を基盤とし

た倫理観を身につけている。 

4.組織や集団において他者との良好な関係を築くために必要なコミュニケ
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ーション能力を身につけている。 
 

＜健康スポーツ学科＞ 

【社会の構成員としての基本的な知識・技能・能力】 

キリスト教的人間観を身につけるとともに、社会の構成員として必要な一

般教養とコミュニケーション能力を身につけている。 

 

【専門教育分野における知識・技術】 

1.地域社会の今日的課題を理解し、健康づくり・スポーツ指導に貢献できる

健康・スポーツ科学に関する知識・技術を身につけている。 

2.健康増進・スポーツ指導について身につけた知識・技術を活用し、健康社

会を実現する実践力を身につけている。 

3.健康・スポーツの指導に対するコミュニケーション、マネジメント、リー

ダーシップの能力を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission） 

＜現代人間学科＞ 

【教育課程の編成・教育内容】 

1.キリスト教主義にもとづいた豊かな人格の形成、社会生活に必要な知識

や技能の修得、社会人として必要な教養の獲得を目標に、以下の「共通基

礎科目」を厳選して配置する。 

(1)大学教育における学修を進めるために必要となるスタディスキルを身

につけ、生涯にわたる自己教育力を育成するための「大学導入科目」 

(2)社会生活を営む上で必要な文化に関する広い知識、創造力や心の豊か

さ、物事に対する理解力、デジタルスキルを育成するための「教養科目」 

2.専門教育分野における知識・技能・価値・倫理の修得のため、以下の「専

門教育科目」を配置する。 

(1)現代人間学科を構成する３コース（「社会・データコース」「心理・メ

ンタルヘルスコース」「ソーシャルワークコース」）に関する基礎的な科

目、および問題解決に必要な調査分析能力を養うための科目からなる「学

科基礎科目」 

(2)３コースに関するより専門性の高い知識・技能・価値・倫理を修得し、

且つ各国家資格および関連資格の取得に関わる「展開科目」 

(3)３コースに関する専門的な理解を深め、修得した知識・技能・価値・倫

理をもとに自分で課題を見つけて解決する力、論理的な思考力、他者と協

働する力、他者に物事を伝える力等を育成する「専門演習科目」 

(4)３コースに関連するまたは補完する分野の知識・技能・価値・倫理を育

成する「関連科目」 

 

【教育方法】 

グループ学習やプレゼンテーション等のアクティブラーニングの要素を授

業に積極的に取り入れ、学修内容を主体的に修得させる。 
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【学修成果の評価】 

学修成果の評価は、授業科目ごとに到達目標と成績評価基準をシラバスに

示し、授業への参画態度や試験・レポート等により総合的に行う。 

 

＜健康スポーツ学科＞ 

【教育課程の編成・教育内容】 

健康スポーツ学科のカリキュラムの特色は、「学科基礎科目」の上に展開科

目として「健康社会系科目」と「健康スポーツ系科目」を置いていることで

ある。 

「健康社会系科目」では、健康的な社会のあり方を追求する科目を中心とし

て開講し、「健康スポーツ系科目」では、スポーツ・健康科学に関連する知

識・技術とそれに関わる幅広い指導方法を習得する科目を開講する。 

 

1年次：基礎教養に加え、健康・スポーツ科学と社会科学の基礎的知識を学

ぶ。 

2年次：健康・スポーツの指導に関わる指導法の理論・実践を学ぶ。 

3年次：1、2年次で学習した健康・スポーツ科学に関する知識・技術を深化

させ、指導実習を通じて指導法に関する実践力を高める。 

4年次：健康・スポーツ指導におけるジェネリックスキル（社会人基礎力）

を「学外指導実習」ならびに「専門演習 II」を通して深める。 

 

【教育方法】 

1.学科基礎科目では、社会学を基礎に現代社会における健康・福祉・医療分

野における幅広い学問の知識や視点を学ぶための科目を配置し、履修す

る。 

2.健康社会系科目では、社会における今日的課題と健康・スポーツの必要性

について理解するため、健康と社会の関係について多面的に追求する科

目を配置し、履修する。 

3.健康・スポーツ系科目では、健康運動・スポーツ指導に関わる基礎知識を

学ぶため、健康・スポーツ科学の科目を配置し、履修する。また、スポー

ツ指導の技術と指導法を身につけるため、各種スポーツ種目の実技科目

を配置し、履修する。 

4.健康・スポーツ指導者として対自己、対人、対課題のジェネリックスキル

（社会人基礎力）を育成するために、３年次から学外での指導実習科目を

配置し、履修する。 

 

【学修成果の評価】 

教育評価は、講義や演習の科目では、それぞれの科目での学習到達目標の達

成度について、成績評価方法（試験や課題へのレポート等）を用いて客観的

に評価する。実技・実習科目では、それぞれの科目での学習到達目標につい

て、実践力評価試験及びレポート、研究発表等の成績を基にして評価する。 
入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/admission） 
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（概要） 

＜現代人間学科＞ 

【求める学生像】 

1.社会や人間に関する問題に高い関心がある人 

2.企業や福祉、公的機関の現場などの職場で社会に貢献するために、積極的

に学びたいという意欲を有する人 

3.多様な人々と協力して社会や人間の課題に関わり、目標を達成する姿勢

のある人 

 

【入学前に身に付けておくことが期待される学習内容及び学習態度】 

1.「国語」「英語」を中心に、読むこと、書くこと、話すことおよび聞くこ

との基礎的な知識・技能 

2.高等学校の教科を通して、社会や人間に関する疑問、問題点を持つことが

できる思考力（AP5） 

3.主体性をもって他者と協働して学ぶ態度 
 

＜健康スポーツ学科＞ 

【求める学生像】 

1.スポーツと人々の健康に興味や関心のある人 

2.運動による健康づくりに関心がある人 

3.スポーツ活動を通じた地域づくりに関心がある人 

4.健康的な社会づくりに興味や関心がある人 

 

【入学前に身に付けておくことが期待される学習内容及び学習態度】 

1.保健体育にかかわる知識・技能 

2.積極性、責任感、協調性、公正性を有する行動 

3.コミュニケーション能力とデモンストレーション能力を向上させる意欲 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/structure 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ ２人 － ２人 

人間健康福祉学部（2024

入学まで） 
－ 

１４人 ８人 ３人 ８人 ０人 ３３人 

看護学部（2024 入学か

ら） 
－ 

３人 ２人 ３人 ３人 ０人 １１人 

健康社会学部（2025 入学

から） 
－ 

３人 ２人 ０人 ２人 ０人 ７人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

０人 ９７人 ９７人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/structure 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

FD 委員会において、主に以下の取り組みを行っている。 

・新任教員研修の実施 

・学内 FD 研修会の実施 

・学外研修への参加 

・授業公開の実施 

・授業改善アンケートの実施、授業改善調査の実施 

・教員研究計画書の提出 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間健康福祉

学部（2024

入学まで） －人 －人 －％ 682 人 532 人 78.0％ 12 人 12 人 

健康社会学部 

（2025 入学

から） 140 人 89 人 63.6％ 140 人 89 人 63.6％ －人 －人 

看護学部

（2024 入学

から） 80 人 64 人 80.0％ 160 人 122 人 76.3％ －人 －人 

合計 220 人 153 人 69.5％ 982 人 743 人 75.7％ 12 人 12 人 

（備考） 
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b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間健康福祉

学部 

202 人 

（100％） 

6 人 

（  3.0％） 

177 人 

（  87.6％） 

19 人 

（  9.4％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
202 人 

（100％） 

6 人 

（  3.0％） 

177 人 

（  87.6％） 

19 人 

（  9.4％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）三浦工業(株)、日本食研(株)、(株)ANA エアサービス松山、日

本赤十字社 松山赤十字病院、愛媛大学医学部附属病院、警視庁、愛媛県、愛媛大学大学院（進学） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

社会福祉学科 
37 人 

（100％） 

33 人 

（89.2％） 

1 人 

（2.7％） 

3 人 

（8.1％） 

人 

（  ％） 

人間社会学科 
54 人 

（100％） 

39 人 

（72.2％） 

5 人 

（9.3％） 

10 人 

（18.5％） 

人 

（  ％） 

健康スポーツ

学科 

66 人 

（100％） 

46 人 

（69.7％） 

10 人 

（15.2％） 

10 人 

（15.2％） 

人 

（  ％） 

看護学科 
74 人 

（100％） 

66 人 

（89.2％） 

6 人 

（8.1％） 

2 人 

（2.7％） 

人 

（  ％） 

合計 
231 人 

（100％） 

184 人 

（79.7％） 

22 人 

（9.5％） 

25 人 

（10.8％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 
【様式第２号の３より再掲】 

各授業科目の「授業形態」「授業の概要」「授業計画」については、シラバスに記載している。また、シ

ラバスは、学生には web シラバスとして学生支援システム（ユニバーサルパスポート）で公表している。

本学ホームページからも閲覧でき、保護者及び一般への公表も行っている。 
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⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 
【様式第２号の３より再掲】 

授業科目の履修認定の基準は、授業計画書の「到達目標」及び「成績評価の方法・基準」に示している。

なお、学則第 42 条により「秀・優・良・可」を合格とする評価基準が定められている。 

また、卒業の認定は、学則、履修規程等で定めた単位を修得していることを教務委員会において精査・確

認し、教授会での審議を経て学長が決定している。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間健康福祉学部 

社会福祉学科 

（2024 入学まで） 
１２４単位 有・無 ４８単位 

人間社会学科 

（2024 入学まで） 
１２４単位 有・無 ４８単位 

健康スポーツ学科 

（2024 入学まで） 
１２４単位 有・無 ４８単位 

看護学科 

(2023 入学まで) 
１２９単位 有・無 ４８単位 

健康社会学部 

現代人間学科 

（2025 入学） 
１２４単位 有・無 ４８単位 

健康スポーツ学科 

（2025 入学） 
１２４単位 有・無 ４８単位 

看護学部 
看護学科 

(2024 入学から) 
１２９単位 有・無 ４８単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/data 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/data 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

健康社会学部 
現代人間学科 615,000 円 280,000 円 310,000 円  

健康スポーツ学科 615,000 円 280,000 円 310,000 円  

看護学部 看護学科 1,000,000 円 280,000 円 500,000 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 
＜学修ポートフォリオ＞ 

学生支援システム（ユニバーサルパスポート）の学修ポートフォリオ機能を利用し、前学期・後学期開

始時に、学生が入力した「これまでの振り返り」「これからの目標」に対して、アドバイザーがコメン

トを返している。 

 

＜外部テストの実施＞ 

2024 年度入学生から、１年次および 3 年次に、学修成果の可視化を目的とした外部テストを導入した。 

 

＜アドバイザー制度＞ 

学生一人一人が円滑に大学生活を進めることを目的として、専任教員によるアドバイザー制度を設けて

いる。社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科、現代人間学科では、1、2 年次は入学時に決め

られた教員、3、4 年次は専門演習の教員が担当する。看護学科では、1～3 年次は入学時に決められた

教員が担当、4 年次は看護研究Ⅱの教員が担当する。なお、アドバイザーの役割としては、「履修登録科

目に関する相談」や「学習の進め方に関する相談」等の修学に関することをはじめ、学生生活や進路に

関すること等、学生生活全般に関する支援を行うことである。 

 

＜オフィスアワー制度＞ 

全教員が各々に設定した曜日・時限に研究室に在室し、学生が教員とコンタクトできるオフィスアワー

制度を設けている。学生には、アドバイザー以外の教員にも気軽に相談できる制度として利用されてい

る。 

 

＜保護者との個別面談・教育懇談会＞ 

社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科、現代人間学科では、アドバイザーによる保護者との

個別面談を実施し、大学と家庭が連携して修学支援にあたる体制を整備している。 

看護学科では、教育懇談会を開催し、保護者に対し教育内容や学生生活の説明、アドバイザーによる個

別面談を実施している。本学の方針や教育内容を保護者に理解していただけると同時に、学生の家庭で

の学習や生活についての情報を共有できる機会として有効である。 

 

＜表彰制度＞ 

学生の修学意欲を向上させることを目的として、次の表彰制度を設けている。 

・学長特別表彰：学業優秀で、かつ学内行事に特に積極的に参加した当該年度の卒業生を卒業式におい 

て表彰する。 

・学長賞：スポーツ、文化活動、ボランティアにおいて本学の発展に寄与する活躍を認められた個人及 

び団体に対し、12 月に行われる学内クリスマスにおいて表彰する。 

・後援会奨励金：学業、人物ともに優れた学生に、一層学業に励むことを奨励する目的で奨励金を給付 

する。 

・後援会課外活動奨励金：スポーツ、文化、社会活動等の課外活動において、特に活躍した団体、個人 

を奨励する目的で奨励金を給付する。 

・Dean's List（成績優秀者）表彰：対象学期において 10 単位以上を修得、G P A3.5 以上、各学年・ 

                学科において成績順位が上位 10％の者を Dean's List（成績優秀者 

                名簿）に登録し、学部長から表彰及び後援会から副賞を贈呈する。 
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＜奨学金制度＞ 

本学独自の奨学制度として「奨学生制度」「特待生制度」「経済支援制度」という、趣旨の異なる 3 種類

を設けている。なお、この３種類の中には様々な名称の制度があり、多くの学生の経済的サポートに繋

がっている。 

また、提携教育ローン「学費サポートプラン」も導入している。 

 

＜障がい学生支援＞ 
障がいのある学生に対し教育及び学生生活における支援を行うため、障がい学生支援チームを設置し、

合理的配慮の提供に努めている。なお、障がい学生支援の流れについては、年度当初に配付するキャン

パスライフに掲載し学生に周知している。また、ホームページにも情報を掲載し、広く一般にも周知し

ている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学内に就職委員会を組織し、アドバイザー教員や就職課職員は連携して学生個々の希望や

適性に合った就職成就を目指して、きめ細かいサポートを行っている。 

・１年次から自らのキャリアプランを考える機会を提供し、卒業年次まで就職ガイダンスや

セミナーなど多種多様な就職支援プログラムを実施している。コミュニケーション能力やプ

レゼンテーション能力など社会人基礎力を養成している。 

・インターンシップや企業見学会等を積極的に開催し、体験することで実践力を養ってい

る。公務員試験等の就職試験対策講座を充実させ、低学年から支援している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 
・学生生活委員会による学生の心身の健康等を含めた学生生活全般への支援。 

・障がい学生支援チームによる身体又は精神障害を持つ学生に対する支援のあり方の構築及び実践。 

・校医による定期的な健康相談対応及び疾病発生時の対応。 

・保健室での健康相談対応及び健康診断実施。 

・カウンセラー及び精神科医による学生相談室でのメンタルヘルス相談への対応。 

・保護者に対する教員による面談（希望制）。 

・アドバイザーによる相談対応及び支援の実践。 

・教員ごとに指定曜日・時間帯を設け、アドバイザー担当でない学生からの相談に対応するオフィスア 

ワーの設置。 

・学内寮で生活する私費外国人留学生に向けた学生支援課員による定期的な面談の実施。 

・私費外国人留学生全員に向けたアンケートの実施。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.catherine.ac.jp/about/data 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

168人（　－　）人

後半期

155人（　－　）人

90人

－

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

聖カタリナ大学

学校法人聖カタリナ学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
165人（　－　）人

91人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F138310110413

（備考）

40人 43人

内
訳

第Ⅲ区分 24人 14人

（うち多子世帯） （　　　－　　人） （　　　－　　人）

（うち多子世帯） （　　　－　　人） （　　　－　　人）

第Ⅱ区分

－第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　－　　人） （　　　－　　人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 人 人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

－人（　0　）人

169人（　－　）人
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年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

0人 人 人

－ 人 人

人 人

－ 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

0人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

－

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ － 人 人

計 19人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

15人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 13人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数
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